
コウ トウチピクワガタについて

境野広行*  越智輝雄**

台l,nの南東海上に浮ぶ小島, 蘭l嶼 (紅頭嶼) は,
台if'i本島より至近の距離にありながら, そのi i虫相
はフィリ ヒンなどより南方の要素が多く入り込んで
おり鹿野忠雄博士がゥォー レス線を修正したことは
有名である。 クワガタムシ科も, その特色を要づけ
るのに例外ではない。 しかし, 一方では戦前の断片
的な記録以外, ほとんど新知見 _

も無いまま今日に至り, 既知種
中にも数極の疑間種を含んでい
たが依然として解明されないま
まであった。 現在まで蘭 から

記録のあるクフ力°タムシ科「fl
は , ヒ メ t:. ー一ソ タ ク ワ力' タ Met a1-

1act ul us j lart ,u lus HOPE e t

WESTWOOD, コ 、フ ト ウ ッ ノ ヒ .:l

'フ タ ン ク ' ' カ [タ MI'gidt'as加 i
B0lLEAU, ク ロ サ ビ ク フ力' タ

Gnapha1ory:'c opacus BURMIl1-

sTER, コウトウチビク t1 ガタ (極
名は後述) の 4種で,  このうち
ヒメ ヒラ タ クワ力'タ と コウ トウ
ツ ノ ヒ ョ ウタ ンクワカ'タは, 近

年も採集されているが,  クロサ /
ビクワ力' タはどうやら l素木標
本1 らしく ,  同島の分布は疑し
いので, 今のところはそのファ
ウナより除いた方がよいようで
ある。 残りの 1種,  コウトウチ
ビクワガタも後に述べる理由に
より長らくその存在に疑問が持
たれていたが,  今同同島より採
集された Figulus 属の1 種が
それに‘; ﾀ当することが判明した
ので報告しておきたい。

に心よ りお礼中し上げる。
今「:'1記録する種について述べる前に, 所調コウト
ウチビクワガタは今までの扱いに種々の間題がある
ので, 最初にその点に触れておきたい。
本種の蘭 からの記録に関する文献は次の2 編が
あるo

1. Y. MlwA e t M. CHOJo

-J ウ トウチ ビクワ力' タ i 1, l1ls / issi fo/ / is
FAIRMAIRE

本文に先だち,  日頃よ り御指導を わり比較標本
の間覧に便宣を計っていただいた黒浮良彦博士, 岡
島秀治博士, 標本を提供していただいた採集者の松
田潔氏, 全型図を用意していただいた笠原 磨生氏

(三輪ｾJ四郎  ・  中條道夫)  , l936  
CataIogus Coleopterorum Ja-
ponicorum ( 日本産筆宵地日分
類目録) ( 2 ) , Lucanidae, p.
100
この中で初めて成ll嶼からコ 'ノ
ト ウ チ ビ ク ワ力' タ Figulus la-
t icoi i is RElcHE を記録したが,
※印の注釈を阿i して,   1 Col le-
ct ed by T. KANO f rom K o t o-

she in May, 1936.1  と記して
いる。 しかしそれ以上の詳細な
報告は,  t1 録の発行前後にも何
ら見あたらない。

2.   平山修次郎, 1939 : 本館
所蔵口本産鍬形虫科の解説( n)
豊の世界, 3: 142 - 143. pl. 16,
fig 4。
平山氏はその年 (1939年) に
採集された標本を入手,  当時の
平山t191物館に所蔵し,  ト_記目録
に従って記録した。 解説の中で
簡単な記載をし故金」「-常離氏の
画いた図も掲げている。
次に Figulus laticoll is REl-

cHE なる種について検.' tしてみ
ると以Fの通りである。
本種は EscHscHoLTz (1837 :

Dejean, Cat. Col., ed. 3, p. 194.)  によってフイ
リ ヒ ン産に対して1;一えられた種名であるが,  PARRY
(1864 : A Catalogue of Lucanoid Coleoptera.

T rans ent. Soc. Lend.,  (3), 11,) では脱落, 同
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じく PARRY (1870 : A Revised Catalogue of the
L uca no id Coleoptera, Trans ent . Soc. Lend. ,
p. 115) では THOMSON (1862 : Ann. Soc. e nt .

Fr 2, p 402) を命名者に引用,  さらにそれ以前に
RElcHE (1853 : Ann. Soc. ent. Fr., I, p. 84) が本
種を扱 )ているが, こちらの方は VAN RooN (1910:
ColeopterorumCataIogus, pars 8, Lucanidae, p.
52) が命名者、とし '一引用してぃるといつた具合に, そ
の時点でもきわめて理解しにくい疑間 iと言える。
時下って DIDIER et SEGUY (1953 : CatalOgue I11u-
stre des Lucanides du Globe) は, わざわざl l録
中に合めているものの 頭の “Nota'' では削除す
ると述べられており, BENEsH(1960 : C01eopterorm
Cata1ogus, Supplementa, pars 8, Lucanidae) で
は ''Nomina nuda' ' の項に含め初めて無効名とし
ての扱いを明11素に示している。
以上のように本種は BENEsHのff明な扱いを路要
するまでもなく , 命名規約に従った記破のない実体
を伴わない種名で,  当然ながら使用することはでき
ない。 では, 蘭 で鹿野博士が採集した という
Fi9ulus属の1 種に,  前出の三輪・ 中條はなぜ Ia-
t icouis を当てたのかとの疑問が生じるが, 本種が
同目録に掲i找されるまでの経韓は, 知る由も無いの
で, その点に関しては残念ながら不明である  ( ただ
し, 学名は VAN R00N のガタ1:'グに従っているこ
とは, 命名者を REIcHE にしていることからも班え
る)。  また, 現在国立科学博物館に所蔵される鹿野
博上の標本中にも, それに相当するものは見あたら
ない。平山氏も蘭嶼で Figult‘s属のクワ力 タが採
集されればそれがコ ,7 ト '7チビクワ力' タであると疑
いも持たすに速断したのは,  l l 本及び台1;'、にも産す
るマメクワ力' タとチビクリ力' タからも容場にl ・別で
きる種であれば,  1.記の「1 録の出版を受けて当然の
扱いで,  ましてそれ以外のFigulusが産するなどと
は考えもしなかったこととIaわれる。
以上のように商l真産のコウトウチビクワガタにつ
いては, 今まで十分な検,1'がされたことは無く ,  さ
らに平山氏が示した種が実際にはどの種に核当する
のかとの新たな疑問も禛き起こされる。
さて, 今回報告する蘭峡で採集されたFigulus 属
の1種は,  FAIRMAIREが1849年に Tongatabu ( ト
ン力つ より記載し , フィ ジー , ギルバート , グアム ,
パラオ, サモア,  フイリヒンなどにも産する fissi-
coms で, 筆者らが検したフイリヒン産の標本及び
記載ともよく一致し, 他種とのlメ;別は容易であった。
しかも,  前述の平山氏の,J、 したコウトウチビクワカ'
タに図・ 記 ともやはり一致し, 本種 f issicouisの和
「、にコウトウ チビクワカ°タを当てるのが:要当との結
論を得ることができた。平山民-は三輪・ 中條のl l 録
に従ったまでで種名は適切でないが, 和名の方はそ
れが指し,J、すi i虫を表わす限り, その時点からコウ
トウチビクワ力' タの存在は生かされるべきで, 今「ロI
を以って正確な種名が判名したということになる。
なお, 筆者の1 人境野は確認の意味でl日平山コレク
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ションの調f lを行ったが, 残念ながらコレクション
のほとんどが戦後散逸してしまい, 一部実見できた
標本の中には,-,v  当するものは見出せなかった。
コウトウチビクワガタ
Figulu8 fl8sicoui8 Fai rmaire, 1849. Rev. Mag.

Zoo1. (2 ) 1, p 414.

体長 : 7.4mm, 幅 : 2.2mm. 体は小型で細長く ,
光沢のあるIn色。 脚と体の側系ま部はf fiかにn、赤 色

を帯びる。
頭部は◆lf 広く偏平,  l : 面は一 に組大な点 '11を装
う。 前緑は f入し, 頭幅は丸味を帯びた台形, 限系表
ター起は限を完全に系象 どり,  ほぼ111状を '11. して展張す
る , 大腮は小型で中央に1 鈍出を具う。
前胸は頭部より通かにlllfl-広く , 後方 1/3 のところ
で最大, 長さよりll「iかにl願広く, その比は約1・05。
前角は凡そ台形に実出して限系ﾜ実起後緑に達し,  側
緑は銘齒状を ,_する。 上面は外緑部及び中央縦11~  に
組大な点刻を装うが, それ以上の中央域はifni 平で1骨
らか。

・地革自、は前胸背後経と lf Ii同x一で l l幅 と長さの比は約
1.95,  Il l部は弱く反り返ってi,fかに実出する。側系
の前方1/2 はほぼ平行で,  更にその側系ﾜ前部の短い
lK: 間は鈍い銷歯状になる。 背面は平滑で9 條の縦ll降
を装い, 各縦満内は点 i' jを列するが, 外条 \の2  條は
縦ll降がイ、 明曻Xで点・ l l列のみとなる。
検視標本 : 1 ji?, l期l嶼, 24. 111. 1971, 松田 1、

採集。 1頭, Mainit Spa, Mindanao, Philippines,
28. v i i i970, M. Sate leg.
参考文南 (本文中に引用したものを除く )

ARROW, G. J. , 1927. In se cts of Samoa. 4,
Coleoptera (Lamell icornia) : 64. London (B.
n )

l943. On the genera and nomenclature
of the Lucanid Coleoptera, and descriptions
of a few n e w species. Proc ent . Soc. Lon-
don, (B) 12 : 133 - 143.

BENEsH, B., 1950. Descriptions of new species of
stagbeetles from Formosa and the Phi l ip-
pines. Pan Pacific Ent., l6 : 49 - 57.

(*東. ,都1 rl ・ ,  * * 大販府池l日l l

0訂正
者は, 本,iさ59 ., ( l982) に . 奥f ｳ島および,1tifl

道来記録のコ ミムシダーシ」 と題して3 極を報 l- し
たが,  この内=ジゴミムシダー? シ Tet raPhy11us lu-
nuliger (MARsEuL) は, 既に松同勝fill (1937, ii
界5 (39) : 331) により奥;' i島から記録されていた。
この報文の存在は 新しい i i T採集案内」 により間
知のこととなっているが参照しなかった筆 者の;al要
であるので.J正すると Jt-にお. び̀中し上げる。  なお
御指摘いただいた1:・集県の山崎秀雄氏に御礼中し 1:
げたい。 (神索川ll l裁l報市, 西川正明)



C0LEOPTERISTS'  NEWS

日本産ク ロ コガネ属の追加記録
小林 裕和

'在 'は, 昨年本,1111に 「日本産コフキコ力' 'f、族概説
( 2 ) 1 を発表した。 その中のグロコカ'ネ (Genus
ofotnc加'a) に, その後新たに記般された種があ
ることが判 )たので, 前報の追加としてここに報 ''
する。

11. Ho1otnchia danjoensis Y. MIYAKE et IMAsAKA
ダンジ aグロコカ'ネ
体は暗 色。 「i面は通常濃色。 l f面の光沢はク
コカ' ネ (H kiotoensis) やコクロコ力' ネ (H. Picea)
とほぼ同様。 頭構は円形の点%リをかなり密に具え
る。 前胸l fの後緩には1 列になった点刻列を欠く。
尾節板はあらく点様l  され,  離では中央でかなり中高
となるが, 雌では先端近くで横長の隆起を有し, 先
端は.l_から見てほぼ直線状となり, 中央でかすかに
i、l l入する。
分布 : u本 ('J女碎島) .
本種は, 長l時大学が1978年に長崎県男一群島の調

ftを行った際に採集された,  2 、i?の雄および1 出1の
雌の顧本に基づいて1982 年に記,校された。
本利iの追加によ )て, 検素表の一部は下記のよう
に,llきL:改められることになる。

8'.  北海道, 本州, 四lf?, 1し州などに分布する。
尾節板は細かく点 vりされ,  雄では中央で中高と
なるが, 雌ではほぼ平alで先端付近でかすかに
高まる。 体長17~21.5mm

0群馬県におけるクロホソキコメツキの採集例
クロホ ソキ コメツキ P rocr a 11s can'm'cops (L-

EwIs, 1894) は, Kiga (イ、'u'f,  .'、1' l県)  で採集された
1 ?Iaの標本に基づいて (MegaPenthes 属の新種と
して) 記般された1,1型のコメツキムシであるが, か
なり らしい極類で, 原記械以後国内では, 札幌・
中;fill 、i '・ 大部?1由l、 ・ '-?良公国・ ,、都広河原などから
わずかに記録があるにすき'ない。最近, 者の1 人
佐藤は, 群馬県において本種を採集することができ

たのでここに報告する。
1 , 辞馬県確ノk部

積, 23 - 24. v. 1981, 佐
藤実夫採集。
本種は種小名が示すよ
うに, 頭部には1 本の縦
降.線を有し, 本属に含ま
れる他の種とは容易に区
別することができる。

(東点農大, 鈴木
亙 ; 東京都, 佐藤英夫)
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8'' . jL州 Cf 女群島) に分布する。 尾節板はあら
く点?llされ, 雄では中央でかなり中高となるが,
雌では先端近くで横長の降.起を有し, 先端は上
から見てほぼ直線状となり, 中央でかすかに v
入する。 体長 20 ~21. 5mm

kiotoens is BRENsKE

- - danjoensis Y. MlyAKE et IMAsAKA ( '1- 真)
ながら, 本文を ,.l くにあたりダンジaグロコ

カ :r、の機式標本を i t 'i一下さった三' t義一氏に心から
感謝中し」_げる。

O築の花に来たコクワガタ
本誌43号 (1978) 設.上で私はフイリヒンのミンダ
ナオ島でュー カりの花に来た多数の Prosopocoi lus
om'Pitah's ( ノコギリク 'フガタの1 種) を見て大変
驚いた言を記し,  日本ではクワ力' タムシが花に来る
などということは常識では考えられなく, その様な
記録も全くないと,iiいた。また, 同誌同号i誌、上で境
野広行氏も台湾南投県 山温泉で来のイEに来たヒ
ミヤマクワガタ Luca nus sωinhoei を採集され
た'flを記録しておられる。 しかるに, 今年 (1983)
5 月30日の正午頃, 東京都世田谷区岡本3 丁日の白
宅に隣接する来園の高さ約3 m程の来の木のny- きか
けの花にかなり大型のコクワガタ M ac r odo r cas r e-
ctus 1 が来てぃるのを発見して, 私は再度驚か
されることになった。日本でもクワガタムシ類が花
に来ることがあるなどとは毛頭考え及ばなかった。
あるいは,  どなたかすでにこの様な例を観察してお
られる方があるかも知れないが, 私には, 日本では全
く初の経験であったので記録しておく。 ちなみに,
当時私の家の付近には樹液の出ている樹は l 本もな
かった。 (同立科学博物館, 黒沢良彦)
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0ヒコサンオオズナガゴミムシ長崎県多良岳の記録
ヒコサンオオズナカ' コ' ミムシ Pterostichus macro・-

ceil,halus HABU, 1955'l は, 福岡県英彦山産の 1
を基に記械された種である。 体形は細長く, 特に頭
部が大きい。限は著しく小さく , 大 は左イiイ対称
で, 左側がより大きく長い。 前胸は比較的に小さい。
上地は細長く , 両側はほぼ平行で, では微細印111
をよそおい,  ツヤ消し状となる。
本種は, 記,做以後ごく最近までまったく記録がな
かったが, 阪口, 19812' が, 佐賀lL'多野ft1産として
1 1 9 の写真を示して解説を加えた。
筆者らは, 本種を長崎県多良-f l一の標高800~900米

ll付近の石下より採集しているので, 新産地として記
録しておきたい。

多良岳産ヒコサンオオズナ力' ゴミムシ
左 右

長崎u'多良(11)ii'1,  2 1 , 2. vi. 1969, 大谷
採集。 1 9 , 10. v. 1983 ;  3 2 9 9 , 24.  v.
1983, 今坂採集。
なお, 阪口 (前出) によって図示された 1 1
は, 上記の大谷採集品の一部を使用したものであり,
佐賀県多野fiiは, 長崎県多良 の誤りであるので,-1 「
正しておきたい。

/t・のところ, 本種の分布は,  福岡県英彦山と長崎
u'多良 (いづれもブナ帯) の九州北部に限られて
いる。 阪l J (前出) によると, 対馬と朝鮮半島にも,
それぞれ, 本種とよく似た近緑種が分布しているよ
うである。
1) HABU, A., 1955. Bul l. Nat. Inst. Agr. Sci.,
Ser. C, 5 : 148 151, 153, 156, f ig 3

第 62 -i- (1983年9 月)

2) 阪口満平, 1981. 図説世界の昆虫, 5, ユーラシ
ア紹 : 70 - 73.
(大阪府枚方ll j , 大谷規夫・ 長 l' '島原市, 今坂正

- )
0伊豆御蔵島から新記録のハネカクシ

( 、;f力クシ科分在i資料 11)
御蔵島のハ 'f、カクシ類については WATANABE

(1961, 農学集報,  6 : 348 - 356) および沢田・ 渡辺
1969, 農学集報, 4 : 1 -48) によって既に 38 稱が
記録されているが, 本年, '整者の一 人長谷川によっ
て, 下記の同島末記録種が採集されたので報''iする。
1. Siagomωn gracife SHARP

1 ,  5 , 川m附近, 7. v i. l983, 長谷川
道明採集。

2. Creophi lus max11osus (LINNt )
1 , 里, 10. vi. 1983, 長谷川追明採集。

本種はべ一 トトラッフ  (f「ll ・  セット後二日 l lに
得られた。
3. SePedoj>hitus germanus (SHARP)

1 , 川田的近, 7. vi. 1983, 長谷川道明採集。
なお, 本誌59号に登破の , 対馬から新記録のハイ
カクシ通加 2_: は, 一者の不注意によって . ハネ
カクシ科分布資料 9_1 と記されたが, , 、ネカ ク

シ科分布資料 101 の,iﾙ  りにっき ,.「正する。
(東J、農大, 渡辺泰明 ・ 長谷川道明)

0対馬からのヒレルチビシデムシの記録 (矮埋葬虫科
分布資料 l )
'終者は今春, 長崎県対馬でチビシデムシの採集を
行ったが, 雨に.・ られ結果はft弱なものであった。
それでも次の種を得ることができたので報告する。
なお 1 対馬の生物 (l976)1, および自水 (1980,
月利むし (117) : 65 -88) によれば対馬から本科lll
'◆11、の記録は管無である。

Catops hi11eri KRAATz ヒレルチビシデムシ

1 , 上県部ll't付三根川流域, 31. 111. 1983。
腐肉トラッ7 で得た。神 '-川ll・,l産の個体と交11-器
の形状を含め特記すべき相異はない。

l二記の他, 同日, 上u.l町井l l浜で落集下から Ion-
gulus-groupの種と思われる1 を得ているが, 種
名の決定は 個体が得られるまで保留せざるを得な
い。 (神 ',-川1u識海ft市, 西川正明)
0伊豆青ケ島のゴミムシ
伊豆諸島南端の青ヶ島は, 孤島ながらゴモクムシ
族2種 (アオ力'シマゴモクムシ,  コパヤシツヤコ'モ
クムシ) の模式産地として知られている。他のコ' ミ
ムシ類については, HABU (1957)*, 表等1 (1979)**
が若干の種を報告しているが, 筆者の手元にも同島
未記録と患われる標本があるので報告しておく。
クロモリ ヒラ タゴ ミムシ A gonum (G:yrochaeto-

sfyf“s) atncomes (BATES)
1 , 7. vi i i. 1982, 中付俊彦採集。
ゥ ェノ ッ ャ ゴモクムシ Trichotichnus (Pseudo-

t richotichnus) uenoi HABU
1 . 19. v ii i968, 小宮義f章_採集。

4  -
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ムナビロア トポシアオコ' ミ ムシ Chlaenius (Pa-
chydinodes) tet ragonoderus CHAUDoIR

1 , 7. v ii i 982, 中村俊彦採集。
ク1コヘリア トキリ コ' ミムシ Parena (Parena)

m'grofi%eafa m' e sis H ABU
1 , 7. viii. 1982, 中村俊彦採集。
なお,  ウェノ ッヤコモクムシは, 模式産地の 良

ll-l t  口山の他は,  鹿児島県屋久島に記録が るだ
の珍しい種で, 青ヶ島で得られたことは興味深い。
末尾ながら ft 重な標本を恵与くださった小宮義ff
博上ならびに中村l空彦博 i に厚くお礼中しあげる。

* HABU, A., 1957. Kontyu, 25 : 66 - 71
**衣 n 士,  1979.  月刊むし,  (104) : 46 - 47

(了一葉県船橋市, 整原須磨生)
0ナガサキクビナガゴミムシの新産地
ナ力'サキク ビナ力°コ ミ ム シ cofh'an's h'tara

(SCHMIDT-GOEBEL) は, HABU (1982) によると,
ビルー' 原産の種で, ジャワと日本にも分布している。
L1本では, BATES( l883) による ' 'Nagasaki' ' の記
録がnil一の, きわめて珍しい種と考えられていたが,
最近になって, 深町 (1978) が佐ff ll l-小域器T,小域町
産の一1111を記録し, 約100年ぶりにl l 本本士より llJ:
確認された。

'準i 'iらは,  jL州各地 (.1ヒ平分) で採集された本總
を実検することができたので, 新産地として報告し
ておきたい。
011- i'111'-伊万里市二里(り)町,   l .9ifl,  21. vi. 1977 ;
1頭,  1. vii i979, 大石久志採集。
0長崎・1.  ti t知原 (議' )町同見111,  1  頭 ,4.  vi .1982,  松

11照 採集。
0長l時l!.l- i 町高田郷(-11つvヒ陽台高使 .2  頭 ,2.  vi

1982, 江島正郎採集。

0大分11.1 f◆入珠(,)町, 1 -31、, 25. viii. 1980, 11;.ノ,木 'ij
美採集。

/

/

右 1
2

1 、

0
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o

/

011

_

l
1

l

、 f

。,o 2
国 山l fナガサキクビナ力' ゴミムシ

l l 本:二おけるナ力'サキクビナ力'コ' ミムシの分布
( 、: 文献‘11録。● : ・;検記無)
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0大分市基田(iつ,  1 頭, 22. vi.1980, 佐々 木採集。
0大分市' ｮ山 ( i; iつ,  1頭 ,30.  vi .1980 ; 1頭 ,24

vi i i980, 佐々木採集。
0大分県?P久見rt四浦, 1 頭, 29. v. 1981, 佐々木
採集。
以上10頭のうち,  ビーティングで採集された「糟
山産とi幸久見市産以外は, すべて11登火に飛来したも
ので, あるいは, .1ヒ九州の平地や低山地に広く分布
しているかもしれない。
末 ながら, 資illな標本を恵ti-され,  また, 採集
データの発表を許していただいた, 大石/人志, 佐ノ,
木'ii美, 江島正郎の各氏に厚くお礼中しあげる。

参 考  文  献

BATES,  H. W., 1883. Trans ent. Soc. London,
1883 : 278
深町宗通,  1978. Elytra, 6 ( 1 ) : 36
HABU, A., 1982. ent. Rev. Japan, 36 : 85 -90

(長崎l'-'島原市, 今坂正一 ・ fl_崎1'.'-江通mr, 松尾照
男)
0東京都におけるマルアナニセツチソウムシの記録
マ ルアナニセッチソ' ウムシ (新称) Lejl,tanchom‘s

minatoi MoRIMoTo は,  和歌l lIu,、産の1 と高知Ill
産の 1 に基づいて, 昨年 MoRIMoTo(1982)によっ
て新属新 l と して

記,成された極類で
ある。

/)・i"J、 者は, 東
J,農業大学の奥多
摩演習林において
採集された本種を
検することができ
たので, ここに報
告する。

1 6, 東京都奥
多摩町東 JI 、 大演
習林標高 1200 m

(ミズナラ,  クリ
群集, 斜面の大石
の下に伸びた根に

◆

しがみついていた。) 16. x. 1982 ,m?l:1 ?:採集。原
記載によれば体色は時i一 色とあるが, 回採集され
た個体は, 羽化後間もないのか黄赤 色を ' してい
た。

和名はないが, 一見ツチゾウムシを思わせる形状
を - し, 体表には明a素な円形の点?llを有することか
ら , 者は本種に対して, マル
アナニセツチソ' ウムシという和名を提linしたい。
未 ながら資重な標本を恵 'i- された ';田?l'11?:氏一に
感謝する。 (東jJ・農大, 鈴木 功)
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日本未記録のツツハムシ
小 ' 義.i,f

北fail道産のッツハムシ標本を?f理していたところ
次のような日本一記録種を見出したので報告してお

IC

l b

、

2b

0コガネムシ2 種の冬期採集例
成虫越冬の状態にある, 以下のコガネムシを採集
しているので記録しておく。 いずれも'程行が道路脇
の低い11'より, 」iにオサムシ類を採集している時に
l中より得たものである。

1. ム ラサキ ッヤハナ ' グリ P rotaet ia cat a -
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く。
Cryptocephalus janthinus GERMAR, 1824

3 2 , 北海道サロマ測i平
計,~i地, 4. vii i963. 筆者採集。食

t : ク サ レ ダマ (サクラソウ科)。

2c
図 1. Cryptocephalt‘s ja lthi,!us GERMAR

2. C. obl iquostr ialus MoTscHULsKY a , b-+ , c - ・1lf?器

本種はヨーロッパからシベリアに
かけて分布が知られている種類で,
C. obl iquostriatus MoTscHULSKY セ
スジッッハムシによく似ているが,
次の話点で区別することができる。
1.   体型はより幅が広く, 前後への
せばまりも強いため, 長方形を」す
るセスジッッハムシに比べてより丸
い体型をしている (図1 )。
2.   前胸は前方へ強く狭まり, 特に
前胸側維前部が下方へ曲り込むた
め, 前緑角は-t'i面から見えない。
では前胸・i iの点刻がセスジッッハム
シより大きく , 輸点.11例よりやや
小さい程度のものを密に装う。 で

はセスジッッハムシと大差がない。
3. セスジ ッツムシでは 頂部は一

様にnラン色であるが, 本極では複
限の内側に接して一 対の111 色小txtが
例外なく ff-一在する。
4 . 触角は太く短い。 でも地章fifi i
部を超える 度で,  6 ~8 節の長さ
はi幅の約2 倍程度 (セスジッッハム
シでは約 3 倍)。
5.   前胸前側板及び前胸腹板は組大
な点刻を密布する点ではセスジッッ
ハムシと同様であるが,  白色長1を
密生するセスジッツハムシに対し
て, 本種では白色11がまl;f らに生え
ているにすぎない。
離交尾器のスケッチを図Cに ,J、
す。 体長は 3.3~3.35mm, 3. 8
~3.85mmである。
末◆在 ながらぃろぃろ御教,J、頂いた

1通沢春雄氏に感謝の意を表する。
(東京都文京区)

jlhracta ARROW : 1 , 静岡1.1・' m方部座i南町, 7・ i・
1982.

2. ァ カ ビ ロ , ド コ 力' ィ、 Maladera castanea
ARROW : l , 解岡県熱海市tiE木町, 2. 1. 1978・ 1

, 23. x ii . 1977.
(東京都港区 境野広行)

- 6  -
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キンケ トラカミキリの翅韓黒帯紋の一変異について

新_里 達山.* ・ :t田 'f能.ﾆ、 **  ・  松本 谷一- * * *

キ ンケ ト ラ カ ミキリ C t as a n i uz's  BATE Sは
我が国の.北海適より九州, および佐渡・ 来島・ Ea般
などに分布し, 主に低山地から山地にかけて,  ケヤ
キのf 闕ﾌ木や各種花上に普通に見られるトラカミキ
リである。 本種は一般に ｭE紋の変異の少ない種で
っ て, わずかに上 後帯被が分断され点状になる ab
torigaii OHBAYAsHIが知られているに過き'ない。 し
かしながら前lit ll背の黒色紋についてはかなりの変異
があるようで, 中央と両側中央前にある紋はそれぞ
れ完金に分離するものから, 前方が伸長して互いに
速接するものまで極々 の段階での変異が見られる。
これらは地域によっては多少出現する型にlb1 りが見
られるようだが, むしろどちらかと言えば各地域の
個体に速続的に表われる変異である。
最近, 筆者の1 人松本はT一葉県安1リ::部富山 (標高

350m) において,  ケヤキの結枝からの割り出しに
より, 本種 l l頭を得たところ, そのうちの準数以上
にあたる 4 2 9 9 の個体が 真に,Jすように,
業l'i中J-の黒帯紋の角i縮したものであった。 す なわ
ち,  この中央'n帯紋は通常の個体では外緑から会合
部に向けて前方へ延びる完全な帯となるが, 富ll lで
得られた数個体ではそれが会合部に かず, そのl fl
前で終わる,l、完全な f紋となっている。

Clyt1‘s altrit)il ls BATES キンケトラカミキリ (短教型)
同(原型) , いずれも千集911富I ll 産.

このよ う な,超輸黒帯紋の変異は'幸者らの調査した
限りでは他地域の個体には見い出すことはできず,
今のとこ7)富山の個体辞にのみ特有に現われるもの
のようである。そして興味あることは,  この変異を
J、す個体が富山で得られたキンケトラカ ミキリに・Jl-
常に高い率で出現しているという ii実である。 後記
する検視標本のデータで/J、すように, 松本は1982年
の4 月・11月・12月に本種を得ており, そのほとん
どの採集日において通常の個体並び中央黒帯紋の短
縮した個体 (短i i?型) をほぼ、準数ずつ得ている。

Ill総半島は新生代以降, 三浦平・ 島と速接した半島
の時代, ;ll総島として分断された島 の時代, そし
てさらに現在も半島として依然島嶼的性titを持ち続
けていることから,  この地域に隔離され, 特異な変
異を ,lす i i虫は少なくない。甲 類では力ズサオサ
ム シ Carabus leu,isianus aωakazusanus Is1l lKAWA
やァカ オサムシ Carabus insui icola mshi kaωal
IsHIKAwAなどが有名で, その他数極の開有の変異を
J、すものが知られている。 一方, f格総、l'  島はその起
l 蛯ﾌ少ない地形環境にもかかわらず意外な1.11地性の
種類を産することも良く知られたことである。 'j i例
を力ミキリムシ科に限れば,  ミヤー、' ル リ ハーナーカ ミキ

リ Anoprodera azumensis MATSUSHITA et TAMA-
NUK1, オオトラカミキリ X:yiotrechusυ11110m VIL-
LARD や 同のキンケトラカミキリの生息が知られ
ている。 これらの事重類の産地は1Ji総 l l陵に1fMl_ し,
もとより他ll-l-の産地からは、l-島基部より広がる広大
な平野に阻まれ, 速く隔離されている。 ちなみにキ
ンケトラカ ミキリの-f一集県下の記録は, '1;11111を除け
ば三石山の 1 例 (山崎ノ秀雄, 1980, 子集ll-l生物 1,
30: 9 ) があるに過きない。  これらの山地性種にあ
っては,  より強く隔離機構が的くとIlaわれ, 特有の
変異を持つ集団へと進化する可能性は l-分考えられ
よ うo
このキンケトラカミキリのi ﾊ紋型がはたしてJ核
平一 島に固有のものであるかどうか現状では断定はで
きないが, 今後周辺地域を含めた調査から明らかに
して行きたいものである。
検税標本 : 2 6 (i ' .被型1 ), 5. iv. 1982 ;

1 3 (解文型 l 1 ), 21. xi i982 ; 1 ,

28. xi i982 ; 3 1 (fti i-文型2 1 9), 5.
xi i. 1982. すべて松本採集・ 標l本保 ft。
終わりに, 本文を、'-llするにあたり, キン , トノ カ
ミ キリの変異について御動L'を般いた高柔正敏itを
はじめとする多くの方ノ, , 標本 'J:真の 影に協力さ
れた林 氏に深くお礼申し上げる。

(*東j ,都板橋区, **東 '、都ll l、l-l (, *** T-集県館山
市 )

-  7  -
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0アラメハナカミキリの異常型
アラ メハナカ ミキリ S ac hai in obi a kol tzei HEY-

DENは, かっては研,種であったが, 近年になって富
士山,  日光などでその生態の一部が明らかになった
ことにより, かなりの個体数が採集されている。 し
かし, 地章自、Eli救の異常を報告するものはなく, 紋
はきわめて固定していると考えられる。
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そこで,  lll'い標本であるが,  きわめて珍しいと思
われる,  w自成l :紋の異常型を報告しておく

1 , 長野県八ヶ?1, ??沢由ト5. vii i 958, 向11:-良成
採集。
ア ラ メ ハ '- -':; ミ キ リ の 業自'には, 一本の??i組色の

◇・ 連絡・ 報告、 「甲虫目録第5 輯」 の販売
l 口本産-l「l 四l  録1  第5  中l lが発 111  されましたので
内容および販売方法等についてお知らせ致します。

No 20ナ力'ハナノミ科(佐藤正 :) 5 真; No 21 テ
ントウダー-?シ科(佐ノ, 治'; i之) 8 fl ; No 22 ハムシ科
「コブハムシl服科, ツヤハムシ ll科, ホソハムシ1111科〕
(木元新作) 3 j;1 ; No 23 チビシデムシ科 (西川正明)
61;1. ; No 24 力ミキリムシ科 〔カミキリ亜科〕 (林
l l夫一) 32 11.。
上記の各,フは分川tせず第5 構として一括販売する
こととし, 販売については既刊分と同様, 東京通販
サービス社にすべてを委;-1することになっておりま
すので, l構入を希望される方は直接同社タllにお中し
込み下さい。

販売価格は1 セット (No 20~No 24) ￥. 2,500
昆虫の器具は 「志資昆虫」 へ
l l 本ではじめてできた有、i i」'.t ?Li、' ! !
1, 2, 3, 4, 5号 (各 ,.,・100本180円)
なお, f i ll?l l・00, 0 ,.- もできました。 その他, 採?:.,
標本整理用各 器 l 1. も取描えてあります。

.   〒 150 東京都渋谷lく渋谷1 1117 - 6
電 it  (03) 409 - 6401 (ムシは一は'ん )

1 振 特 東京 21129

志賀_ti 普及社

- 8
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横帯があるのがif-通だが, 本個体は, 地章It、の前半部
が黄褐色で, 超端側の1/3 ほどが黒 色である。 小

縮板は黒色。后部がl整かにIn褐色になる。頭部, 前
胸背, 腹部, 触角は黒色。全肢は腿節が赤褐色で,
節以下は黒色である。
費重な標本をご想:,- くださった, 向井良成, ?t1原
知 諮ｶの両氏にお礼中し上げる。

( 東京都中央区, 中村俊彦)
0伊豆・ 淡島の 0nthophagu8
淡島 (あわしま) は伊. 半島西岸の内浦湾内にう
かぶ小島である。周囲4 km, 面積15万m2, 最高点
は海抜133mあり, 島は全体として 然林がよく保
存されていて, 海岸性の照葉樹の大木がlJ,iっている。
伊豆半島への最も近いところ(1 1?市内浦重寺) とは
約 230mばかりはなれており,  この間は海.l:ローブ

ウェイでつながれている。島全体が淡島海i、TI交国の
名で遊園地となっていて, たくさんのインドクジャ
クが放11‘1]され, 生態系が大きく破壊されている。他
に水族館や小動物国,  さらにイルカ類の飼育海面な
どがあって, その部分の自然環境の破壊はfl l底し
いるが, 島の上部にはかなり良好な自然系がのこさ
れている。
イ ン ド ク ジ ャ ク の 1より下記の 0nthoPhagus 2

極を採集したので記録しておく。
採集データは共通 1982 年7 月27 日, 石田正明採
集。
1. Onthophagus atriPemis WATERll. コブマル

ェンマコカ ネ,  2 1 ,  (標本番, - IM - 469 ~
471)

2. 0 . ate r WATERH. グロー、'ルェンー、' コカネ, 2
1 ,  (t票本番号 IM - 472 ~ 474)

( 東1,'部 ・ l? , 石田正明)

(送科別￥.250) ですが, 会員は同.封の割引券を利
用すれば (1 同限り) ￥.2,000 (送料別) でll,t入す
ることが出来ます。なお, 東京通販サービス社への
速結は下記の通りです。
※156 東京都lu- 田谷ll 了一歳fnj私,lf 41'i33 ,1
Tel. (03) - 426- 6012 郵使振 ' 東?、 0 -

73, 156 東京通販サービス社。

甲虫談話会
会費 ( ーケ年) 2000円, 次号は12月下l,J発行-],定。

投稿 / 切は10月3011
発行人 f沢良彦
発行所 甲 言表,ii会 東1,都台東区上野公国

I l l 立科'、ll' t  物館動物fi Jf 究部
電語 (364) 2311, 振特東京 0-60664

タツミの昆虫採集器具
ドイツ型標本?1、 本製大 ￥ 5,000, 相合ll?製

イン ,:, - ;'1'1標本前中 ￥1,500, j?料一前lこつ 都
内・,,第鼈齟n特:  3  個以下￥1,300,  4  個以上￥ 85
(以下同様), 第2 地 l￥1,500,  W50, 第3 地 l '
￥1,700, ￥1,050, ll、:他, 各 器t1., i.l-なと1を製作
販売してます。カタログを御,:青.;に下、二 い。 ( ￥160)

タ   ツ   ミ   製  作  所
〒 113 東京都文京区1易島 2-212-25

電 語 (03)811 - 4547, 振11;i 6 - 113479


